
―現在どのような活動をなさっている
のですか。
「民の謡」の代表取締役として篠笛の
演奏を中心に、さまざまな活動を行って
います。「民の謡」は岸和田（大阪）と
京都の２ヵ所を拠点とした会社で、加え
て東京にも篠笛教室があります。
岸和田では岸和田祭をはじめ大阪南部
の祭に出る地

だんじり

車のお囃
はやし

子の笛を、担当す
る青年団の若者たちに提供しております。
京都では、「京

みや こ

師」という銘の篠笛の製
作と篠笛教室。そして各地の式典や催
し、学校での芸術鑑賞会での演奏、音楽
の授業での篠笛の導入を目指す活動など
を行っています。その他にも篠笛は祭で
使われる楽器なので、祭の調査と研究も
行っています。日本の祭というのは、地
域コミュニティの中で重要な役割を担っ
ています。未来の日本における祭の役割
を常に考えて仕事をしています。

―篠笛を始められたのはいつですか。
20代前半です。小さい頃から笛を吹

いていたのか、そういう家柄なのか、と
よく聞かれるのですが、そういうわけで
はないんです。僕の生まれ育った泉州（大
阪南部）は笛といえば地車囃子で、子供
の頃から笛は好きでしたが、当時はろく
に音も鳴らせませんでした。
大学２回生のとき、今でも人生の師匠

のような存在である秋
あきみち

道智
とも や

彌先生（当時・
国立民族学博物館教授）の生態人類学の
授業に出て、１回目の講義から「この先
生は只者ではない！」と思いました。授
業の後に喫茶店で先生のお話を聞くよう
になって、さらに日本のいろいろな場所
や海外にも連れて行ってもらうようにも
なりました。
その頃、日本各地の祭にも興味を持ち

始めました。若い頃は視野も狭く篠笛は
自分の地元周辺にしかないと思っていた

んです。ところが当たり前なのですが日
本各地に篠笛があるんですね。
同じ時分に、祭でではなく、舞台で笛

を吹く人もいることを知り、僕も吹いて
みたいと思いました。それが直接のきっ
かけです。でもそのときはまだ篠笛を仕
事にしようとは思っていませんでした。
―それにもかかわらず、お仕事とする
ことになったきっかけは何ですか。
僕は小さい頃から特に地元の地車が出

る祭がすごく好きだったんです。でも大
学の２、３回生ぐらいになって久々に地
元に戻ったときに地車囃子の笛の音が昔
のようには鳴っておらず、旋律も短く
なっていました。馴染みのある囃子の笛
と変わっていたんです。囃子方は、音が
鳴らないのは自分の吹き方が悪いのだと
思っているんですが、原因を調べてみる
と楽器自体に問題があったのです。
これはまずいと思って京大を中退して

―「玲月流」という流派について教え
てください。
篠笛を仕事や趣味で吹く方は増えてき

ましたが、ピアノやシンセサイザーと
いった洋楽器と一緒に演奏されたり、外
国の曲や流行の曲を演奏されたりする方
が多くなっています。
僕は演奏を聴いてくださる方には、漠

然と篠笛ってすごいなと感じてほしいと
いうわけではなく、日本の祭や歴史、地
域文化のことも一緒に考えてもらえたら
なと思って篠笛を吹いています。
篠笛の祭とのつながりや日本の歴史の

中での意味合いを踏まえて、単なるアー
ト表現だけではなくて、日本にとってど
う役に立てるのかを考えています。そう
いった考え方のもと、この理念を明確に
するために、また他の奏者との差別化の
意味も含めて「玲月流」という流派を立
ち上げました。

―篠笛の魅力について教えてください。
篠笛は単なる楽器というよりも祭の場

で必要とされる「祭具」なんです。これ
は例えば家庭音楽でのお箏や三味線、ピ
アノとは違いますよね。祭は地域の歴史
に直結しますから、祭で必要とされるこ
と自体大きな魅力だと思います。
ですので篠笛の単体としての魅力をあ

げることはなかなか難しいですが、強い
て言うのであれば、透明で美しく清らか
な音色で旋律を奏でられるというところ
ですね。
―改めて、森田さんにとっての篠笛と
は何でしょうか。
僕にとっての篠笛は「目的」ではな

く「手段」なんです。先ほども申し上げ
ましたように、僕が篠笛を吹き、篠笛の
話をすることが、皆さんが自分たちの地
域のことや祭の意義などについて考える
きっかけとなればと思っています。

楽器屋を始め、それが今でも岸和田の店
として残っています。
―なぜ京大を中退されたのですか。
もともとは民俗学や文化人類学に興味

がありました。そういった研究をするた
めには研究するフィールドを決めないと
いけないですよね。いろいろな地域があ
るけれど、どうもなかなか愛着がわきま
せんでした。せっかちなんでダイレクト
に地域にも貢献できる形で研究したいと
思っていたんですが、論文を書くだけで
はその地域への恩返しにはならないよう
な気がして。
そんなときに地車の笛の音を聴いて、

自分が本当に貢献したいのは岸和田型地
車の発祥地である岸和田だ、そう思って
大学を中退してしまいました。
最終的にご縁があって卒業するんです

けどね。そうじゃないとこの「京大人の
道COMPASS」には載れませんから（笑）。

篠笛奏者。篠笛の演奏・指導・販売・調査研究
を行う（株）「民

たみ

の謡
うた

」代表取締役。
昭和51年大阪生まれ。京都大学農学部中退。後、

再入学を果たし平成24年に卒業。平成24年度（第
67回）文化庁芸術祭大衆芸能部門・新人賞受賞。
平成25年１月に玲

れいげつりゅう

月流を立ち上げる。平成26年
度京都市芸術文化特別奨励者に認定。
日本の祭文化についての研究・執筆活動も行っ

ており、平成27年『日本の祭と神賑』を出版。
皆さんは篠笛をご存知ですか。また篠笛が祭と深い関わり

を持っているというのはご存知ですか。今回の京大人の道
COMPASSでは、篠笛奏者で祭文化研究もされている森田玲さん
にお話を伺いました。 （林檎）
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クロスワード当選したおかげで、心安らかに卒業できます （薬・６　ここで）
⇒当選おめでとうございます！ （実は景品を発送したのは私です；編）

衝撃の初夢のネタを考えても考えてもボツにされる初夢を見ました… （農・３　もう４回生…）
⇒あけましておめでとうございます。果たしてその初夢は正夢なのか……？ （結果は十人十色のページに！；編）



となればラッキーで、そこでもっと細か
い話をしてもらう。これを４年間やって
いる学生は人としての幅が出てきます。
高校を卒業して既に社会に出てる人に

比べたら、大学生は出遅れているんです。
よく言われるでしょう、世間知らずって。
でもその時期は仕方ありません。せっか
くだからその時間を最大限に生かして、
最前線にいる先生方と交流してほしいと
思います。本やインターネットだけでは
ない、説得力のある生の情報で物事を考
える力を身につけてください。京大はそ
ういったことが推奨されるような大学だ
し、それが魅力だと思います。
僕は京大が好きですし、京大生のポテ

ンシャルの高さも知っています。こう
いったことを続けていくことで、より魅
力的な京大を作り上げていってほしいと
思います。
 ―ありがとうございました。

―最後に、森田さんから京大生にメッ
セージをお願いします。
何人かの京大の先生によると、昔に比

べたら今の学生は先生達とゼミや研究室
の全体の飲み会で飲むだけで、その後の
二次会で先生についていく人がいないそ
うです。二次会で先生とより深い交流が
できるのに、もったいない。
大事なことって結構二次会以降で言っ

てもらえるものなんです。先生は学生に
伝えたい事があるのに、それを学生側が
積極的に聞きに行く機会が少ないように
感じます。だから専門分野でも専門外の
分野でも興味のあることは先生たちをつ
かまえて聞いてみてください。最前線で
研究している人の本当の答えが返ってき
ます。先生も快く教えてくれるでしょう。
１回生のうちから授業が終わったら話

を聞いたり、研究室を訪ねたりしてみて
ください。その後「お茶でも行こうか」

―一度は中退された京大に再入学さ
れたのはどうしてですか。
日本人が昔から大切にしてきたカミ様

は、産
うぶすながみ

土神、すなわち土地のカミ様です。
そして、我々日本人にとってカミとは、
神社のカミ様だけではなく、海や山、さ
まざまな生き物、怨霊、仏様まで、人智
を越えた畏れ多いものは全てカミの範疇
となります。自然≒カミで、そしてそれ
を奉る行為が祭なんです。祭では地元の
一番贅沢な食べ物でカミ様を奉り、その
後、直

なおらい

会といって人々がカミ様と一緒に
食事をします。
森・川・海、動植物とその生態系、食

べ物や生命についてなど、自然とヒトと
の問題は農学に関わりが深いですよね。
祭について深く考えるヒントが農学部に
は詰まっている、今一度授業を受けたい
という思いがありました。
そのころ偶然、現役時代にお世話に

なった、竹の専門家でもある柴田昌三先
生と篠笛の材でもある竹に関連する会合
で再会し再入学のきっかけとなりました。
―再入学されたあとはどのような学生
生活を送られたのですか。
再入学したのが30代半ばでした。年

齢も年齢ですし、試験の答案に適当な答
えを書くわけにはいかないので、全ての
科目を１回目の京大生時代より本気で勉
強しました。また20歳前後の学生たち
とも楽しく実習をこなしました。
―大学を卒業してよかったと思うこと
はありますか。
改めて農学部で勉強して、現場の最前

線にいる人の話を聞き質問もできたとい
う経験が、私が物事を行うときのいろい
ろな助けになっていますし、説得力も増
したかなと思います。現在も再入学時の
先生や同級生と会う機会が多く、ちゃん
と卒業できて本当によかったです。

著書紹介
『日本の祭と神賑』（森田玲著・創元社）
平成27年出版。祭文化について、図や
写真を豊富に交えてわかりやすく紹介さ
れているほか、現在の祭を取り巻く問題
についても触れられている。

▲岸和田の地車のルーツである大坂の地車。岸和田や大坂の祭も、京都の御霊会の影響を受
け夏季に盛大な神賑をともなった祭が営まれた。「夏祭車楽囃子」『摂津名所図会』（『日本
の祭と神賑』より） （提供：森田玲氏）

▲「森は海の恋人・植樹祭」（東北、2013年６月）
畠山重篤氏（京都大学フィールド科学教育セ
ンター社会連携教授） （写真提供：森田玲氏）

▲再入学時の恩師・柴田昌三先生（京都大学大
学院地球環境学堂・農学研究科教授＜両任＞）
 （写真提供：森田玲氏）

のことしか考えられなくなってしまいま
す。地元に祭がある地域がうらやましい
とおっしゃる方も多いのですが、祭一辺
倒になってしまうと、日々の営みである
産業や文化が育たないおそれが現実にあ
ります。ある日このことに気づき、そこ
からいろいろな祭を見て勉強しないとい
けないなと思い始めました。
―どのように研究されているのですか。
フィールドワークと文献研究の組み合

わせです。あとは勘でしょうか。それと、
祭をやっている人たちとのお酒の席は必
須です（笑）。
実際に岸和田の地車だけでなく他の祭

を研究していくと、昔は眼中にもなかっ
た獅子舞が崇高なものに感じられたり、
地車ほど派手ではない太鼓台の方が、地
車より神事に近いルーツを持っているこ
とに気づいたりと、驚きの発見の連続で
した。

―本を出版されたのはどうしてですか。
祭には日本文化、地域文化の歴史が凝

縮されていて、さらに地域共同体の核に
もなっています。祭にはものすごいポテ
ンシャルがあるのに、ローカル性が高く、
祭の概念や基本をシェアするための共通
言語がないので、世代を越えた、また地
域を越えた会話が成立しにくいというの
が現状です。
また、最近では本来の日取りを無視し

て土日に祭を開催したり、神賑が暴走し
て死亡事故が起きたりと……。
このようなさまざまな問題を議論する

ために、祭の大前提を共有することがで
きる教科書的な本を作りたかったんです。
研究者が出す論文や専門書の内容は祭の
現場の皆さんが求めるものとは少し方向
性が異なりますし。『日本の祭と神賑』
は私の10年分の祭研究のネタが詰まっ
ています。興味があればご覧ください。

―日本の祭についての詳しい研究を始
められたきっかけを教えてください。
僕にとっては生まれたときから祭とい
えば地車で、他の祭にはまったく興味が
わかず「獅子舞って何？ 太鼓台って？
そんなん祭とちゃうし！」などと勘違い
をしていました。
「祭」には「神

しんじ

事」と「神
かみにぎわい

賑行事」と
いう２つの領域があります。ヒトの意識
がカミ様に向いている場面が神事、カミ
様の存在を前提としながらもヒトとヒト
とが楽しむ場面が神賑行事です。祭は神
事があってはじめて成立します。例えば
祇園祭では、神社の本殿で行われるよう
な厳粛な儀式やカミ様が乗る神輿は神事、
山鉾巡行は神賑。岸和田の地車も神賑で
す。人々にとっては一般に神賑の方が面
白い。しかしその度が過ぎると神賑が暴
走してしまいます。
そうなってくると、とうとう一年中祭
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（はみだしたく）ないです。 （経・１　しゃぁ）
⇒この投稿が編集部員の目に止まってしまった以上、それは （ないです；編）

は・み・だ・し・し・た・い （理・研　ファーナ）
⇒私たちはここに（はみだし欄に）います （ここには（掲載の）夢がちゃんとある；編）


